
千葉県でPEDが続発!!(今季２１~２８例目)

令和２年度 ３６号（３月）発行

飼養衛生管理の再確認、再徹底を！
○車両消毒の徹底、交差汚染の防止

特に、と畜場、死亡獣畜回収場所、家畜市場、共同糞尿処理場など、
畜産施設に出入りした際は、消毒を徹底しましょう。

○畜舎専用衣服・靴の着用 ○農場・畜舎へ入る際の手指の消毒

○畜舎・器具のこまめな清掃、消毒

○野生動物との接触・侵入防止対策の徹底

ネズミ、昆虫の駆除、豚舎外壁の補修、防護柵・防鳥ネットの設置等
○継続的なワクチン接種

接種した母豚の母乳を、確実に哺乳豚に飲ませるように注意しましょう。

○毎日の健康観察と早期発見及び異常時の早期通報

飼養豚に異状が見られたら、直ちに家畜保健所に通報を！

堆肥舎、死体保管場所への
設置も忘れずに！

確定診断日 発生農場 症状

３/１ (２１例目) 県北東部 肥育農場 （約８００頭飼養） 肥育豚５０頭で褐色水様性下痢

３/２ (２２例目) 県北部 一貫農場 （約２,１４０頭飼養） 肥育豚１００頭に黄色水様性下痢

３/３ (２３例目) 県北部 一貫農場 （約５,６４０頭飼養） 哺乳豚７０頭で黄色水様性下痢

３/４ (２４例目) 県北東部 一貫農場 (約１,６３９頭飼養) 哺乳豚７０頭で白色水様性下痢・死亡

３/４ (２５例目) 県北部 一貫農場 （約６,３８５頭飼養） 哺乳豚３００頭で水様性下痢

３/１０ (２６例目) 県北東部 一貫農場 （約６７０頭飼養）
母豚１頭で下痢、哺乳豚６０頭で黄色水様性
下痢、２０頭死亡

３/１２ (２７例目) 県北東部 一貫農場 （約８９７頭飼養） 哺乳豚８頭で黄色水様性下痢

３/１５ (２８例目) 県北東部 一貫農場 (約２,２００頭飼養) 哺乳豚１００頭で黄色水様性下痢

関東地方の豚熱感染野生イノシシ検査状況

・茨城県 陽性 ３頭 （陰性 １,０９２頭）
・栃木県 陽性 ９頭 （陰性 ６５１頭）
・群馬県 陽性 １０７頭 （陰性 １,９９７頭）

・埼玉県 陽性 １１８頭 （陰性 １,０９５頭）
・東京都 陽性 ８頭 （陰性 １１３頭）
・神奈川県 陽性 １３頭 （陰性 ８１９頭）

☆野生イノシシの感染は現在も拡大中。県内への侵入リスクが高まっています！
防護柵・防鳥ネットの設置等を徹底し、疾病の侵入を防止しましょう！！

※平成３０年９月１３日～令和３年３月１０日時点。詳細は農林水産省のホームページをご覧ください。

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/domestic-194.pdf
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名 称 所 在 地 電 話 F A X

東部家畜保健衛生所 東金市川場1105-3 0475-52-4101 0475-52-3335

南部家畜保健衛生所 鴨川市八色52 04-7092-2304 04-7092-1434

【家畜保健衛生所連絡先】 夜間・休日は転送されます。必ず５回以上コールして下さい！


